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	５．今後の進め方
	（１） より安全で安心で快適な生活・事業空間を提供するための試みは多い�　　・・・私達は地面より下にもっと力を入れなければならない。�（２） わが国建築基礎・地盤研究開発は諸外国に比べて特異である�　　・・・基礎・地盤研究はもっぱら土木の十八番であるが、わが国では土木と建築　�　　　　は完全に棲み分けられている。�（３） わが国大学の人事は短期最適化に左右されることが多い�　　・・・研究分野に対する社会ニーズに必ずしも対応しないで人事が進行する結果、�　　　　基礎・地盤教育・研究に従事する人材が減っている。�（４） 諸外国、とりわけアジアの近隣諸国の台頭はめざましい�　　・・・彼等は基礎・地盤研究に関する大型実験装置の整備にも余念がない。�（５） さあどうする日本�　　・・・競争ではなく協調、「OneVoice」を形成して、建築基礎・地盤研究開発を�　　　　「今」盛り立ててこそ明日がある。　
	地質リスク（地盤リスク）を軽減するためには、多くの情報を利用する必要がある。このためには、官の情報のみならず「民」が所有する地盤情報等を収集・共有化する事が必要であり、多くの情報を一元的に管理，オープンデータとする事が、地質・地盤リスク削減につながる。��地盤情報の有効活用を行うためには、官民の情報を効率的に収集・管理・運用するための機関が必要である。さらに、地盤情報そのものの品質を確保するとともに、品質を保証するための効率的なチェック等を行う事が重要である。
	スライド番号 4
	基礎における二次設計が法的に義務付けられていないなど、上部構造と異なる基礎構造設計の際の問題点が多くある��誰もが設計出来る基礎の二次設計方法を具体的に示して欲しい��見えない土の中の構造物の評価方法を知りたい.既存の基礎についても積極的に利用することを考えていきたい.��設計者が基礎設計において直面する課題に対して、相談できる環境が欲しい．�
	開発テーマ�　　２次設計に対応するための杭体の変形性能の向上が喫緊の課題。�　　現行の杭基礎の設計方法の見直しまで含めた検証や検討が必要。�大学・研究機関との協同�　　団体：杭体の変形性能の検証などのテーマで、大学や研究機関との協同が活発。�　　企業：大学との共同研究が活発→杭関係業者で20名が博士号取得。�人材確保�　新卒入社で多いのは、土木系学科出身者。�　建築系学科で基礎構造を専門とする研究室の減少も一因。　�情報交換基盤�　基礎構造技術者のレベルアップが目的の講習会・資格は、少ないが行われている。�　研究開発を目的とした情報交換の場は、ない。整備する必要。�
	スライド番号 7
	１）住宅メーカーに入社して来る建築系社員の殆どが、計画系分野を専�    門としており、基礎及び地盤分野は“ほぼゼロ”である。�２）住団連におけるWG活動は、住宅メーカーにおける基礎・地盤分野の�    研究ならびに開発の一翼を担っている。�３）今後は、基礎ならびに地盤に関する技術、ノウハウ等の蓄積と後進�    への伝承が大切である。�４）加速する海外進出に対して、基礎ならびに地盤分野への対応をどの  �    ようするかが今後の課題である。
	国の礎は人．人なくして研究も何もない．��現在のＬ建研の基礎・地盤専門の研究者は２名．かつての建研の研究者の数に比べて少なく，若くもない．若い人をＬ建研で育てたい．��建築基礎・地盤の研究者には，上部構造の理解も大事．静的問題と動的問題の両方に取り組む必要もある．��法律や設計の規基準を扱う一方で，安全なものを作るためには，現象理解や技術について高度な学識経験が必要．その意味で，博士号はパスポート．
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